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線虫の中枢神経系とその活動

動物は刻々と変化する環境に適応した行動をとることがで
きます。このとき、過去の経験によって得られた記憶によって
行動を変化させることもできます。このような高度な情報処
理も、受精卵がもつ遺伝情報によってプログラムされていま
す。私たちは、遺伝学を使って、どの遺伝子がいつどこでどの
ように働いて情報処理を制御しているかを、明らかにしよう
としています。
私たちの研究室では、様々な情報処理のうち、記憶の忘却の
メカニズムに焦点をあてて、線虫の匂い学習をモデルとして
研究をしています。線虫は、単純な神経回路をもち、遺伝学
や顕微鏡による神経活動測定などが可能であるため、どの
ような遺伝子がいつどこでどのように働いて、神経回路にお
ける忘却を制御しているかを明らかにすることができます。
記憶を忘れるメカニズムを中心に、遺伝子が神経回路にお
いて情報処理を制御する仕組みについて紹介します。

中枢神経回路での情報処理を
遺伝子の働きから解き明かす
-記憶を忘れるメカニズム -

植物が春を予測する
「記憶」のメカニズム

石原 健（分子遺伝学研究室・教授）
ISHIHARA Takeshi, Professor

植物は動物と異なり動き回ることができないので、自分が
置かれている環境で生き延びるために様々な仕組みを進化
させてきました。その一つに、毎年やってくる冬の長さや、冬
が始まってからどれくらい時間が経つかを記憶する仕組み
があります。冬の長さはDNAを通じて親から子へと引き継
がれますが、その年の冬が始まってからの時間は毎年リセッ
トされ、タンパク質の変化によって記録されます。このように
して植物は、住んでいる地域に春が訪れる時期を予測し、さ
らには、年々の気温の変化に応じて最適な時期に花を咲か
せることができます。私たちは、このように植物が花を咲か
せる時期を調節する仕組みを、ヨーロッパに広く見られるシ
ロイヌナズナという植物を使って研究してきました。このセミ
ナーでは、世界中から集められたシロイヌナズナが持つ冬の
記憶を測定し、記憶を調節する仕組みを見つけ出す研究に
ついて紹介します。

佐々木 江理子（数理生物学研究室・准教授）
SASAKI Eriko, Associate Professor

参加申込｜公開講座ホームページから事前予約をお願いします。

 https://www.biology.kyushu-u.ac.jp/koukai.php
（7月中旬に予約受付を開始します）

主　　催｜九州大学大学院理学研究院・生物科学部門
連 絡 先｜生物学科教育支援室（中條信成、電話 092-802-4269)

(A) 春を予測する記憶の仕組み
(B) さまざまな環境で花を咲かせる シロイヌナズナ　

九州大学理学部生物学科では、高校生や市民のみなさんを対象
にして、生物科学の現状をわかりやすく紹介します。ふるってご
参加ください。
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https://sites.google.com/view/kyushu-u-bio-koukai/ 


